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動的パターンの処理機構の研究では， Vl 野の運動検出細胞が受容野が局所的な 1 次元的動きの検出器となってい






























を受けた上位の MT 野， MST 野で物体全体の運動を検出している。しかし Vl 野の細胞の受容野が小さいために，そ
の検出結果から物体の運動を解釈する上で暖昧さが生じ，本来の動きを必ずしも特定できないという原理的問題を含





ということが疑問になる。この問題は binding problem と呼ばれ，これまでにも種々の仮説が提唱されている。申請
者は，視覚的注意のメカニズムがこの問題を解決しているとの考えにもとづいて神経回路モデルを構成した。モデル
は，同時呈示された複数の運動物体に対して，注意のスポットライトを順番にあてていくことによって，それらの動
き情報と形情報を抽出し対応づけていく。
以上のように本論文では，脳における視覚情報処理の本質的問題をいくつか取り上げ，それらの神経回路モデルを
実現している。その成果は，脳における情報処理機構の解明と，その工学的応用に関する研究の発展に寄与するもの
であり，博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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